	
	補助対象事業成果概要報告書（概要版）

	
	制度名
	デジタル・ディバイド解消に向けた技術等研究開発

	
	補助対象事業名
	複数の視覚障害者によるリアルタイム要約筆記作業支援技術の研究開発

	
	補助事業者名
	ＮＥＣシステムテクノロジー株式会社

	
	【研究開発課題の全般について】

	
	①
	補助対象事業の概要
	講演者の発話内容を文や句単位に複数の視覚障害者が分担して、即時に要約筆記を行い、その結果を集計及び欠落や誤記等を改修することにより、リアルタイムな要約筆記の実現を支援する共同作業環境の構築技術を研究開発する。

	
	②
	補助対象事業の目標
	複数の視覚障害者がネットワークを通じて遠隔で共同作業をする形態において、リアルタイムの要約筆記や同時通訳（この場合は、外国語翻訳能力もあわせて必要となる）が可能になる共同作業環境を提供する。

	
	③
	研究開発期間
	平成２３年度～平成２５年度

	
	④
	補助金（前年度までの累計）
	２０，１８８千円

	
	【平成２５年度実施部分について】

	
	⑤
	平成２５年度補助金
	　１０，２４６千円

	
	⑥
	研究開発の実施内容
	1 入力速度と精度向上を両立させる入力方法の実現

聴覚障害者への情報提供のリアルタイム化と筆記者間での入力情報引き継ぎを行いやすくする。さらに査閲者が査閲修正を行う際に、修正時間を気にせずに修正を行える仕組みを開発し評価を実施する。
2 視覚障害者が遠隔要約筆記を行える仕組みの実現

教室の話者の音声をインターネット経由で筆記者が受け取り、割り当てられた区間の開始と終了の合図を元に、遠隔地からで視覚障害者が、音声を文字化して提供できる仕組みを開発し評価を実施する。
3 視覚障害者の入力負担を少なくする仕組みの実現

視覚障害者が入力する文字種別をひらがなのみとして、入力や修正を行いやすくする。しかし聴覚障害者には可読性が低い文章となるため、自動的に漢字交じりに変換する仕組みを開発し評価を実施する。

4 視覚障害者の要約筆記トレーニングの実現

要約筆記者の教材は紙で墨字であるため、視覚障害者にとっては学習する事は難しい。そこでWeb上で、視覚障害者であっても学習する事を可能とする要約筆記のトレーニングができる仕組みを開発し評価を実施する。

	
	【平成２５年度実施部分における研究開発課題の成果や評価結果について】

	
	⑦
	研究開発の成果
	1 入力速度と精度向上を両立させる入力方法の実現

筆記者からは「前筆記者の入力内容がリアルタイム表示されるため自分の入力開始時に入力を行いやすかった」と聴覚障害者からは「話されている内容がリアルタイムで理解できた」等のコメントがあった。また各筆記者間の文章つながりがよくなっており、入力表示の即時性と精度向上の両立が達成できた。
2 視覚障害者が遠隔要約筆記を行える仕組みの実現
多地点をインターネットでつなぎ遠隔地から視覚障害者が教室にいる聴覚障害者に対して話者音声を文字化してリアルタイムに十二分な情報を提供でき、仕組みの実現を達成できた。
3 視覚障害者の入力負担を少なくする仕組みの実現
ひらがなのみで入力された文字列を自動で漢字交じり文章にすることで可読性の向上と査閲時の修正量の減少により、視覚障害者の入力軽減と精度向上を達成できた。
4 視覚障害者の要約筆記トレーニングの実現
トレーニング前後の要約筆記内容を比較すると要約技術の向上が確認できており、視覚障害者がＷｅｂでのトレーニングを問題なく行え、さらに要約筆記技術の向上を図ることができていることにより要約筆記トレーニングの実現は達成できた。

	
	⑧
	研究成果の応用状況、利用状況
	本年度までに得られた成果や知見を元に、本研究で開発した各支援技術をより利用しやすく、また弊社製品に組み込んで行く上での必要な技術として精査を進めていき、近々に製品化を行いたいと考えている。

また、本研究で実験等にご協力いただいた各団体と今後も協力して、聴覚障害者の要約筆記支援や視覚障害者が要約筆記者として参加しやすくなるビジネスモデルを検討し実現に向けて進めて行く予定である。

	
	⑨
	論文数
	５件
	⑩
	被引用論文数
	３件

	
	⑪
	特許申請件数（国内）
	１０件
	⑫
	特許取得件数（国内）
	０件

	
	⑬
	特許申請件数（海外）
	０件
	⑭
	特許取得件数（海外）
	０件

	
	⑮
	受賞数（国内）
	１件
	⑯
	受賞数（海外）
	０件



